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第 2 章から第 5 茸に亘って, 過剰学習なる手続中に含まれる如何なる構成因が一般的弁別促進機制の基
礎となるかを決定するために行なわれた著者の一連の実験が記載される. 著者はこの手続きの中に含まれ
る多数の構成因のうち, 特に促進効果に関係するものとして(1)強化試行の長い連続 (2)同一反応の練返し
(3)負の手掛 りに対する反応の抑制の3 因を理論構成上重要な意義をもつとして重視した｡ 即ち(1)は後続非
強化試行の相対的効果を高R )(2)は後続弁別における同一の手掛 りに対する反応の一貫性を高め, (3)は新し
い負刺激への回避を容易ならしめることが想定される｡ シロネズミを被験体とし, 単一刺激提示法による
継時的触覚弁別の過剰学習中の強化 ･非強化の割合を種々組合わせることにより, 後続同時白黒弁別への






第 6 章から第8 章に亘って著者はこの自己の新仮説を現存の諸学習論に照して検討する｡ 即ち第6 章で
は過剰学習効果を説明するために提出されている現存の諸仮説ではすべての過剰学習効果を統一的に説明
出来るものがないことを論じ, 第 7章ではその統一的説明の要請に応えるものとして著者が提唱する反応




積極的に関与するこ,とを容認すべきであり, (2)特定の弁別手掛 りに還元されない媒介的な反応の禁止 (皮
応抑制パターン) の存在を認めるべきことを, 特に Spence, E stes, N issen, H arlow らの代表的な弁別
学習理論との関係において論述する｡









一般的なる性質のものであることを証明した｡ 且つ, この効果をもたらすものが, 過剰訓練中に含まれる
同一反応の繰返しや同一手掛りへの反応の一貫性によるのでなく, 負刺激に対する反応抑制の機会が十分
与えられることによる学習のしかたの学習 (反応抑制パターン) にあることを立証した｡
著者が本論文に於てもたらしたこの新らしい知見と学説は学界に対する重要な寄与と認められる｡ ひと
り学習理論の範囲内にとどまらず, 行動の固執性と柔軟性についてのメカニズムに関する心理学説や学習
訓練の効果についての教育心理学的問題にも貢献する所大である｡ 問題の波及する所大であるだけ, 尚著
者の理論には細部に於て洗練されなければならない点を残すけれども, 従来比較的狭い視点から処理され
ていた過剰学習のパラ ドックスの解明に広い新らしい視野をもたらしたことは高く評価さるべきである｡
よって本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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